
0.24 0.22平均値 51.87 52.33 52.35 53.69 56.59平均値 57.11 57.57 57.63 58.13 59.87

全体総括

　令和２年３月に、第５期経営基本計画である
「熊本県企業局経営戦略２０２０」を策定し、水
需要の開拓等による増収や施設の適正な維持管理
等の経費節減などにより、黒字化を目指してい
る。
　なお、令和３年４月からは、有明及び八代にコ
ンセッション方式を導入しており、運営権が設定
された施設については、運営事業者が計画的に老
朽化設備の更新を行い、適切な施設管理を行って
いる。
　また、運営事業者のノウハウを生かした効率的
な運営やモニタリングによる効果検証等を踏ま
え、事業の安定経営につなげていく。

R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00

平均値 0.28 0.77

H30

0.00

0.24

R01R04

0.00 0.00当該値 54.61 54.61 54.61 54.61 54.61当該値 49.66 49.06 50.29 51.54 52.97

R01 R02 R03H30 R01 R02 R03 R04 H30

2. 老朽化の状況

平均値 61.76 62.75 61.99 62.26 63.81平均値 40.89 41.59 40.29 40.41 41.58平均値 26.84 26.08 26.92 27.33 27.25平均値 105.06 106.98 103.06 100.74 95.67

当該値当該値 78.66 79.03 86.90 89.90 118.68 47.10 47.08 47.18 47.09当該値 29.13 29.68 31.27 25.85 25.63

H30R01 R02 R03 R04 H30

47.13

2. 老朽化の状況について

　本県の3つの工業用水道のうち、最も古い有明は
昭和50年に供用開始し、40数年が経過している。
このため、施設の老朽化が進み、管路も含めて法
定耐用年数を超えているものもある。
　
●管路更新率
　管路について、平成28年度に策定した「熊本県
工業用水道施設更新計画」において老朽度などの
評価を行い、健全性を確保していることから更新
は行っていない。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04

当該値 64.26 65.03 59.40 57.37 44.00

R01 R02 R03 R04

平均値 193.85 204.31 214.20 242.32 256.40平均値 655.75 578.19 638.35 521.36 549.67平均値 50.25 51.91 53.86 75.17 164.95平均値 116.96 117.47 115.38 113.53 111.03

当該値当該値 760.74 739.94 738.20 669.60 677.7283.35

R01 R02

603.71 569.60 500.31 448.25 422.87当該値 150.81 161.12 239.89 243.93 214.30

R01 R02 R03 R04 H30R01 R02 R03 R04 H30R03 R04 H30

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本県では、有明、八代及び苓北の３か所で工業
用水を供給している。産業構造の変化により、予
定した重厚長大型の企業立地が思うように進ま
ず、有明及び八代工水では多くの未利用水を抱
え、３工水全体では赤字経営となっている。
　経営改善策の一環として、令和３年４月から、
有明及び八代工水に公共施設等運営権（コンセッ
ション）方式を導入した。
●経常収支比率
　苓北は黒字であるが、有明及び八代の赤字幅が
大きく工水全体では100%を下回っている。前年度
より減少した要因は、有明及び八代で実施した工
事費の増に伴う営業費用の増加等である。
●累積欠損金比率
　苓北は利益剰余金を計上しているが、有明の赤
字幅が大きく工水全体では累積欠損を計上。な
お、前年度より増加した要因は経常収支比率欄に
記載のとおり。
●企業債残高対給水収益比率
　企業債残高の多くを有明が占めているが、順次
償還を終了しており、減少傾向にある。
●料金回収率
　苓北は100%を超えているが、有明及び八代の料
金回収率が低く100%を下回っている。なお、前年
度より減少した要因は経常収支比率欄に記載のと
おり。
●契約率
　苓北は100％近い契約率であるが、有明及び八代
は多くの未利用水を抱えており、全体で施設利用
率・契約率ともに平均値を下回っている。

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 98.73 98.77 93.37 97.73

類似団体平均値（平均値）

- 20.9 39 32,189 非設置 【】 令和4年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 68,360 中規模 3 17,520 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（令和4年度決算）
熊本県

【事業概要】
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